
※ 司会：出水アナ 冒頭あいさつ

（出水アナ）

皆様、本日はお忙しい中、
ご参加頂きましてありがとうございます。
ただ今より
TBSホールディングスの2022年度第2四半期決算説明会
を開催いたします。
本日の司会を務めます
TBSアナウンサーの出水麻衣です。
どうぞよろしくお願いいたします。



(出水アナ)

本日の出席者です。

●TBSホールディングス代表取締役 社長
佐々木 卓（ささき たかし）です。

●代表取締役
河合 俊明（かわい としあき）です。

●取締役
菅井 龍夫（すがい たつお） です。

●取締役
渡辺 正一 （わたなべ しょういち）です。

●取締役
苣木 雅哉 （ちさき まさや） です。

●株式会社スタイリングライフ・ホールディングス
代表取締役 執行役員 社長
北村 博之 （きたむら ひろゆき）です。

以上６名です。



（出水アナ）

本日は
昨日発表しました「2022年度第2四半期」の決算資料を
ご参照ください。

▶まず、
TBSグループの「第2四半期の業績」について
河合より、
▶続いて

「今後の重点施策」について
佐々木よりご説明いたします。

そのあと
皆様からのご質問には
役員一同でご回答するお時間をとっております。
この機会にぜひ、ご質問ください。



（出水アナ）

それでは、代表取締役の河合より、
「TBSグループの業績」について
ご説明いたします。

（河合代表取締役）

河合です。
どうぞよろしくお願いいたします。

では資料3ページの
「連結決算のポイント」からご覧くださ
い。



※原稿なし
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※原稿なし
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TBSグループの第2四半期決算は
連結全体で増収減益でした。

また、期首に発表した通期業績予想を
下方修正いたしました。

詳細は次の4ページからご説明いたします。
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はじめに、当期の連結の業績です。

▶売上高は、
・TBSテレビで

配信事業や事業部門の収入が拡大したことや
・ライフスタイル事業で

雑貨小売販売事業の売上が増加したことなどによ
り、連結全体で増収でした。

▶一方、営業利益は、
・番組制作費が増加したことに加え、
・配信事業や事業部門での収入増に伴い

原価の増加も大きかったことから、全体で減益となりました。
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続いて
セグメント別の売上高と営業利益です。

▶「メディア・コンテンツ」は増収減益、

▶「ライフスタイル」は増収増益、

▶「不動産・その他」は増収減益でした。

下段の「増減要因」は
6ページのグラフでご説明いたします。
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まず、売上高の増減要因です。

▶「メディア・コンテンツ」では、
（左から2つ目のグラフの）
放送関連会社は増収でした。
TBSテレビで
タイム収入が減少したものの、
配信事業や事業部門の収入が増加したことなどが
主な要因です。

（その右の）
その他メディア・コンテンツは減収です。
TBSグロウディアで
ショッピング部門やDVD販売の売上が減少したことなどが
主な要因です。

▶また「ライフスタイル」のスタイリングライフグループは、
店舗の客数の増加により売上が増え、
増収となりました。
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次に、営業利益の増減要因です。

▶「メディア・コンテンツ」は減益でした。
放送関連会社では、
TBSテレビの放送部門で
・前期の「東京オリンピック・パラリンピック」の反動により

タイム収入が減少した上、
・前期の取材活動抑制の反動や
・朝のベルト番組の強化などで

制作費が増加したことが主な要因です。

その他メディア・コンテンツは、減収に伴う減益でした。

▶「ライフスタイル」は増収に伴い増益、

▶また「不動産・その他」は
賃料収入が増え、増収でしたが
修繕費の増加などにより減益でした。

次の8ページの「経年推移」のグラフは
のちほどご覧いただきまして、
9ページの「成長投資と設備投資」にお進みください。
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※原稿なし
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5月にアップデートしました「中期経営計画2023」では、 
3年間で総額1,400億円以上の成長投資を行う方針を
お示ししています。
ページ左側のオレンジのグラフがその進捗状況です。
上期はおよそ130億円の成長投資を実行いたしました。

やや少なく見えるかもしれませんが
すでに契約済みの案件もあり、
中計のテーマである
「ポストコロナを見据えた成長への種まき」の施策を
順調に進めております。

上期で行った具体的な案件は、
・赤坂エンタテインメント・シティ計画への投資のほか、
・「Kバレエ」や 「The Chain Museum」 への出資、
そして、
・ウェブトゥーンの新会社である 「スタジオ・トゥーン」や
・アドテクの 「VOXX」 の設立
などと
なっております。
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10ページからはTBSテレビの業績です。
当期は増収減益でした。

売上高は、
前期の「東京オリンピック・パラリンピック」の反動により、
タイム収入が減収となりましたが、
配信事業や事業部門の収入が伸長したことで
増収となりました。

一方、番組制作費をはじめとする原価の増加により、
営業利益以下は減益でした。
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続いて、TBSテレビの事業別の収入内訳です。

▶当期から、テレビ事業の「タイム」「スポット」の下の行に
「配信広告収入」を開示しました。

これは、TVerを中心とした広告付き無料配信に
ニュースやYouTubeからの収入を加えた
無料領域全体の収入です。

また、その下の行、「その他」は、
国内有料配信や海外配信を含んでおります。

「スポット」と「配信広告収入」および「その他」は増収でしたが
「タイム」の減収により、
テレビ事業全体では減収となりました。

▶一方、事業は大幅な増収となり、不動産は横ばいでした。

増減要因は次の12ページのグラフでご説明いたします。
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▶「タイム」については、
当期は大型スポーツ単発「世界陸上オレゴン」がありましたが、
前期の「東京オリンピック・パラリンピック」の反動が大きく、
減収でした。

▶一方、「スポット」は
上期の関東地区投下量全体が
前期を２．３％下回るという低調な状況の中、
当社は増収を確保しました。
新ファミリーコアをターゲットとした取り組みによって
視聴者層の改善も進んでおり、
在京5局シェアは
9月までの累計で０.６ポイント上げ、
２０.９％まで伸ばしております。

▶「配信広告収入」や、
海外配信などを含む「その他」も、順調に拡大しました。

▶また、事業部門が全体の増収に大きく寄与しました。
７月に開幕した舞台「ハリー・ポッターと呪いの子」や
サッカーの「パリ・サン＝ジェルマン ジャパンツアー」
などが貢献しました。
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続いて、テレビ番組原価です。

▶コロナ感染拡大の影響を受け取材等を抑制した
前期に比べますと、
制作体制が平常に戻ってきたことに加えて、
▶第2四半期は
「世界陸上オレゴン」や

朝のベルト番組の強化などにより、
制作費はやや増加しました。

一方、
通期累計でみますと、
アジア大会が延期された影響などで
期首の想定より7億円減少し、
957億円となる見込みです。

前期と比べますと、4億円ほどの減少となります。
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配信事業の状況です。

当期から開示の「配信広告収入」は
34％の増収となり
期首の想定を上回る水準で推移しております。

TVerなどの再生回数や
ユニークブラウザー数も増加しました。

また「有料配信収入」も
・Paraviなどの国内配信と、
・Netflixでの「未来日記２」や

ディズニープラスでの「マイファミリー」などの
海外配信により、増収でした。

14



次に15ページはTBSテレビの事業部門の収益です。

▶「催事・興行」は
舞台「ハリー・ポッターと呪いの子」のロングラン公演が
始まったほか、
サッカーの「パリ・サン＝ジェルマン ジャパンツアー」が
大盛況となったことなどで、大幅な増収となりました。

また、
▶「映画」は過去作品の配信収入が好調で、
▶「アニメ」でも

映画「五等分の花嫁」の大ヒットなどがあり、
事業部門全体で増収増益となりました。
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続いて主なグループ会社の状況です。

▶TBSラジオは、イベント費用の増加などにより増収減益、
▶BS-TBSは、タイム・スポットの増収に加え、

配信収入も好調で、増収増益でした。

▶TBSグロウディアは
ショッピングやDVD販売が振るわず、減収減益でした。

▶日音は、邦楽・洋楽ともに収入が落ち込んだことにより、
減収減益、

また
▶TCエンタテインメントは、

過去作品のDVD売上の減少などで、減収減益でした。
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次に、スタイリングライフグループの業績です。

中核の雑貨小売販売事業での
売上が増加したことなどにより、
グループ全体で増収増益となりました。

夏休みなどの休暇期間が
3年ぶりに自粛要請解除となったことで、
「PLAZA」の店舗では
客数が大幅に増加し、
メイク用品や夏物商品などの売上が
大変好調に推移しました。
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次に、通期の業績見通しです。
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19ページは連結の業績予想の修正です。

急激な円安の影響などで、
下期のTBSテレビのスポット収入や
その他の子会社における放送収入などの
下振れが見込まれることから、
５月に発表した業績予想を
下方修正いたしました。

セグメント別では、
「メディア・コンテンツ」と「不動産・その他」を下方修正、
「ライフスタイル」を上方修正いたしました。
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次にTBSテレビの業績予想です。
連結でのご説明の通り、
スポット収入の下振れが見込まれることから、
ごらんのように下方修正しました。

通期のタイム収入は、前年に比べ 1.6％の減少、
スポット収入は、0.3％の減少を見込んでおります。

一方、費用面も
番組原価は先ほどご説明しました通り、
期首の想定より
7億円ほど減少する見込みです。
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最後に株主還元です。
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まず、配当についてです。

当期の一株当たりの年間配当金は
前期から3円増配の40円を予想しており、
期首の発表から修正はございません。

引き続き、安定的かつ継続的な配当を
基本としてまいります。

22



続いて23ページは
配当総額と自己株式取得の推移です。

当社は、 ここ5年の間で、
株主還元及び資本効率の向上を目的とした自己株取得を、
60億円規模で2回、行っております。

外資規制の中ではありますが、
引き続き、機動的な取得を行って、
株主価値の向上に努めてまいる所存です。

私からのご説明は以上です。
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出水アナ）

続きまして、社長の佐々木より
「今後の重点施策」についてご説明いたします。

佐々木社長）

佐々木です。どうぞよろしくお願いします。
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まずは、海外戦略の新会社「THE SEVEN」がい
よいよ本格稼働します。

今週リリースさせていただきました通り、
THE SEVENは今月1日、
Netflixと 戦略的提携契約を締結いたしました。
▶今後5年間、グローバルオーディエンスに向けた
ハイエンドな映像作品を共同で開発するほか、
▶THE SEVENが企画開発・製作する複数の作品を
Netflixを通じて、全世界に配信してまいります。

THE SEVENには、すでに、
世界的なヒット作品の制作経験を持つプロデューサーや
国内外のVFX業界をリードするクリエイターなど、
映像業界トップクラスの人材が加入しております。

また、緑山では
世界標準のスペックを備えた撮影スタジオを建設中であ
り、制作環境の整備も進んでおります。

この度のNetflixとの提携で
国境を越えて世界の人々に楽しんでいただける企画開発を
さらに加速させてまいります。ご期待ください。

25



次に配信広告収入です。
河合からもお伝えしました通り、順調に拡大しており、
期首の想定を超える水準で推移しております。

▶その一部である
ニュースコンテンツの配信収入も向上しています。
JNN系列の総合ニュースサイト
「TBS NEWS DIG」の配信収入は
前期プラス88.2％と、大きく伸びました。
月間再生回数も
9月に1億6,000万回を超え
民放ニュースサイトのトップクラスにまで成長しました。

▶また、プライムタイムの番組を中心に実施している
リアルタイム配信については、
来年3月末までトライアルセールス期間としており、
収益化はこの期間の状況を踏まえて
検討してまいります。
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続いてParaviの取り組みです。

第2四半期は
サッカー「パリ・サン＝ジェルマン ジャパンツアー」の
独占配信などが新規の加入者獲得に貢献し、
会員数は堅調に推移しております。

▶地上波のドラマやバラエティと連動した
オリジナルコンテンツの充実や、
▶深夜ドラマの先行配信など
独自の企画で差別化を図り、
加入者の増加に努めております。
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「コンテンツの世界配信」の状況です。

Netflixでは、
昨年の「日本沈没ー希望のひとー」に続き、
現在
火曜ドラマ「君の花になる」を世界配信中です。

またディズニープラスでも
3作目の配信となる
日曜劇場「アトムの童（こ）」を
世界配信しております。
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次に「学びネクスト事業」です。

VISION2030で打ち出しております
EDGE戦略のエクスペリエンス領域において、
「知育・教育」つまり「学び」を
大きな柱と位置づけようというもので、
10月に専門の部署を設立いたしました。

「知育・教育」といいますと
幼児教育、子ども向けというイメージになりがちですが、
「次世代に向けて学ぶことに関しては何でもあり」を
追求し、
対象を子供だけでなく、大人にも広げて
ビジネスを行ってまいります。

Kバレエでのスクール事業や
The Chain Museum でのアート教育事業などに加え、
今後も多彩に展開してまいりますので
ご期待いただきたいと思います。
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30ページは、
映画・興行・催事の
今後のラインナップ一覧です。
下期も大型イベントを予定してます。

また、昨年12月にスタートした
チケットの自社販売システム
「TBSチケット」は
順調に会員数を伸ばし、現在
３４万人を突破したところです。
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次に
スタイリングライフグループの店舗
「PLAZA」についてです。

客数の増加で売り上げが大変好調に推移する中、
さらに魅力ある商品展開や
プロモーションを強化しております。

また、コロナ禍で見合わせていた出店も
今年度は加速させており
上期は６店舗出店、
下期も４店舗を計画しております。
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（※続き）
また、長らくパートナー企業として共にSDGsの推進を行ってき
たトヨタ自動車とタッグを組み、
当社調べではありますが、
世界初となる「水素中継車」を導入いたします。
「地球を笑顔にするくるま」とボディーペイントを施し、
元旦の「ニューイヤー駅伝」などスポーツ中継での活用に向けて
最終調整しております。

さらには、カーボンニュートラルなCM放送を
TBSでは「グリーンCM」と名付け、
番組のみならずCMでも
カーボンニュートラルを実現する番組の開発に取り組み、
放送が始まっております。

このように、ESGにおいても
当社は“社会を動かす起点”となり、
様々なステークホルダーとともに、
持続可能な社会の実現に努めてまいる所存です。

私からのご説明は以上です。
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